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レーザースキャナーを使用した構造物の変位への定期的な測定
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3次元レーザースキャナーによる構造物の変位測定システム

■技術の効果
①定期的に3次元計測することで、経年変化や動態観測を構造物全体で把握すると共に、構造物の各部位ごとに管理も可能である。
②対象構造物に非接触での計測が可能になり、一度に広範囲の計測が短時間で可能になった。
③非接触での作業であるので、足場が不要となり高所や急傾斜等の危険個所での作業がなくなる。
④施工工程ごとの出来形管理など構造物の全体的な把握が必要な場所には、計画図面をもとに3次元モデルの作成を行い、そのモデルに対し
て現場計測の3次元点群データを重ねることで可能になる。

■技術の適用範囲
①1.0ｍ×1.0ｍの器械設置箇所を確保でき、測定レンジ0.1ｍ～100ｍであること。
対象構造物は、視認できる対象物に限る。
②計測対象物へ非接触かつ、計測可能での1秒間で50,000点という高速での計測が可能であつことから、以下の条件への対応が可能となる。
・橋梁等の経年変化の確認(4次元管理）
・高所・急傾斜地での作業(危険個所の作業不要）
・作業時間制約が短い計測条件
（運転稼働している対象物、潮の干満の影響を受ける対象物などに有効）

　3次元レーザースキャナーによる構造物の変位測定システムは、取得した3次元点群データをもとに、高精度な一般図作成をすると共に、部材
の変化、変形やハイテンションボルト等の緩み、破損等を解析可能な技術である。
また、定期的に計測を行うことで、経年的変位、回転角に対応した点検、解析図化を行う技術である。
　3次元レーザースキャナーを使用することにより、高速に高密度で計測データを取得し、構造物全体を把握すると共に、各部位ごとに管理をす
ることが可能である。
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調査試験 構造物調査
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